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 フォッサ・マグナ地域は本州の中央部に位置し,東北日本弧,西南日本弧および伊豆一小笠

 原弧の接合部にあたる。この地域は,地質学的特徴によって北部フォッサ・マグナ地域と南部

 フォッサ・マグナ地域に二分される。

 南部フォッサ・マグナ地域は,静岡県東部,山梨県,神奈川県,および千葉県南部からなる。

 本地域の地質学的特徴は,新第三紀に砕屑性および火山砕屑性堆積物が厚く堆積したことにあ

 る。これらの堆積岩は現在著しい断層および褶曲による変形を受け,北または西に傾斜する覆

 瓦構造をなしている。これらの断層と褶曲軸の走向は,伊豆半島をとりまくように北に湾曲し,

 西南日本弧に分布する先新第三系に認められる帯状構造の一般的な走向と斜交している。新第

 三系を集積した堆積盆地の現在見られる配列も,断層および褶曲軸の走向に平行である。新第

 三系を集積した堆積盆地の形成と,その後現在に至るまでの変形過程については,様々の見解

 にわかれている。

 調鷹地域の笛士川流域地域は山梨県南部にあり,南部フォッサ・マグナの西部に位置する。

 本地域には,南部フォッサ・マグナに一般的に認められる岩相からなる地層が分布する。それ

 らは中新一鮮新世に連続的に堆積し,かつ他地域に比べ単純な地質構造である。こうした理由

 から,本地域は,南部フォッサ・マグナの堆積盆地の形成・変形過程を解明する上で模式的な

 場所とされている。

 これまで,富士川流域地域に分布する新第三系について,層位学,古生物学,堆積学的研究

 が行われ,構造発達史が編まれてきた。しかしながら,地質年代の資料の不正確さによってそ

 れぞれの見解に矛盾も見受けられた。また,構造発達史を考察するためには,堆積盆地の古環

 境・古地理を明らかにする必要がある。本地域に分布する新第三系は沖合性の泥岩と火山砕屑

 岩からなるが,底生有孔虫に基づく古環境・古地理の復元法は有効であると考えた。

 本研究は,以下の事項を主目的として行う。

 1)浮遊性有孔虫生層序による地質年代の決定

 2)底性有孔虫化石群集に主成分分析法(Q-mode)を適用して古環境因子を抽出する。

 3)推定した古環境因子の妥当性を検討するため,各々の因子を代表する種群(評点の高い

 種群)の現海洋における分布を参照する。

 4)古環境復元の補助的手法として堆積学的方法を用いる。

 5)富士川地域の古環境を総合的に復元する。

 II.地質学的検討の結果

 本地域において広範囲に,かつ中新一鮮新統が連続して露出する切石一身延一南部地域を中

 心に調査した。本地域に分布する中新一鮮新統を下位より古関川層,勝坂層,和平層,出口層,
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 屏風岩層,原屠,飯富層,曙層,下部層,身延層の10層に区分した。最下部の古関川屠は御坂

 層群に,勝坂層から屏風岩層までを西八代層群に,原層から曙膚までを静川層群としてまとめ

 た。さらに,身延一南部地域に分布する身延暦と下部層は切石地域に分布する原層に対比され

 た。

 王1夏.浮遊性徴化石の生層位学的検討の結果

 i.生層序

 ①浮遊性有孔虫

 前述した岩相層位区分に基づいて,浮遊性有孔虫化石層序を明らかにした。今回認められた

 基準面は,下位よりGloゐ。縦。伽cf.万zlo2昭。碗。漉αの初出現,Oloδ070孟α磁,娩z50h%θ箆傭の

 初出現,θJoゐ㎏召7劾α紹勿πオh2sの初出現,(⊇妨。,紘σ枷s狛舵箆傭の最終産出,Glo加σ観4,伽σ

 吻傭。魏εの最終産旗,勘晦颪4伽σ属の初出現,0肱η砂6吻h83の最終産出およびαoδo芦

 。孟。磁加勉磁の初出現である。

 また,(⊇loδ07窃ol∫αヵε吻h6フリgo2惚は,勝坂層下部より既に産出している。G猷7読解勧27獅s

 は屏風岩層に限って産出する。曙層上部にはG拡卿ぢ02εα60%扉鈎αは産出せず,NθoglO肋σ磁一

 ゴ7∫%4S伽砿σ10功名0云μ枷玄瞬ρ劾OlO仰り如磁0郷εψ甥廊および右巻きを示すP%〃8痂4伽4

 等が産する。

 これらの基準面諮よび種構成に基づいて,下位より07笠ヵ6吻h8プ046磁帯,G嫉砿物028σ

 ooフ¢o漉σ帯,G窺,η卿アz`h2s/G鉱s励召フ¢s茗s帯,G磁ゴ召廊。θ%3帯,P磁小物zα1耐G照.

 鴛の8彫h6ε帯,(⊇彪"吻z8αo碗。ズ吻σ帯およびG鑑オosαεフ¢曲帯の7帯が識甥される。これら化

 石帯の境界は,それぞれ勝坂層下部,原層最下部,原層上部,曙膚の川平泥岩部層下部,同中

 部,1司上部にある。

 ②放散虫

 勝坂層最下部からは浮遊性有孔虫が産出せず,放散虫化石を用いて分帯を試みた結果,α

 oos観α帯とD.α鰯。帯の境界が,勝坂層基底部に認められた。

 2.地質年代・薄比

 前述した生層位基準面および浮遊性有孔虫化石帯の層位的分布を基に,地質年代を決定した

 (第1図)。勝坂層最下部に前期中新世と中期中新世の境界が引かれる。勝坂屠下部から屏風岩

 層までは,中部中新統中部である。原層から飯富膚は中部中新統上部から上部中新統に,曙腰

 最下部は最上部中新統と結論した。曙層川平泥岩部層の中・上部は下部鮮新統に,曙層上部は

 上部鮮新統に属すると判断される。この結論と,従来の地質年代の見積と比較した。さらに,

 尾田(1986a,b)の微化石年代尺度に基づいて,西南日本外帯一フォッサ・マグナー関東地方に

 分布する新第三系を対比した。
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 W底生有孔虫に基づく古環境解析の結果

 1。各底生有孔虫群集の浮遊性有孔虫数,底生有孔虫数,浮遊性有孔虫と全有孔虫の比(P/

 丁比),膠着種と底生種の比(AIT比)および群集構造を算出して,主成分分析の結果と比較・

 検討した。

 2.古環境解析を行うために54地点から産出した底生有孔虫種のうち2ケ所以上で3個体以

 上産する93種を選びQ-Mode主成分分析法を用いて考察した。その結果,第1主成分から第5

 主成分までに意味付けを行い,全分散の61%を説明した。

 第1主成分の評点の高い種は産出個体数が多く,比例関係にある。このことから,第i主成

 分が産串個体数と関係があると結論した。

 第2主成分の正の評点の高い種は,Rh幼4α"3勉フ昭αあ邸。卿πである。現世において,この

 種は深海帯群集を特徴づける種であり,その多産深度はforamiiliferaHysocline以深である。

 因子負荷量の正の値は,西八代層群と静川層群の下部層下部に分布する。この分布様式は,A/

 丁比の高い場所,P/丁比の低い場所に一致し,foram1ni£erallysocHne以深という推定と矛盾

 しない。このため,第2主成分はforaminlferaiiysoclineを境に変化する環境因子と判断した。

 第3主成分の正の評点の高い種は,いずれも現世において,底質が砂質シルトの場所に分布

 することから,底質に関係する霞子と考えられる。因子負荷量の負の高い値は,屏風岩層と南

 部の飯富屠中部にあり,他は正の値を示す。一方,分析に使用した試料に残る微小な堆積構造

 を検討したどころ,負の値の高い試料には,平行葉理が発達し,底層流の存在が暗示された。

 そこで,この主成分は底溜水の動きとそれにともなう細粒堆積物の分布に関係した因子と判断

 した。

 第4主成分の解釈は,評点の高い種の現世における資料が充分でないため,評点から直接決

 定できなかった。因子負荷量の分布を調べると出口履最上部,飯富層および曙暦に正の高い値

 が認められる。この分布は黒色泥岩の分布に一致していることから,堆積物中の溶存酸素量に

 関係した因子と推定される。

 第5主成分の正の評点の高い種はU∂{g8フ伽8勿励。頭480であり・負の評価の高い種は

 肋筋¢o癖α焉盈8nz諭2就である。現世において,前者は外洋水下に,後者は沿岸水下に多産す

 る。したがって,この因子は外洋水と沿岸水の分布を反映したものと判断される。また,隠子

 負荷量の分布の正の高まりは飯富層に,負の高まりは北部の曙層に認められる。負の高まりは

 PIT比の低下した場所に一致し,前述の判断を支持する。

 第1主成分を除く4主成分について,因子負荷量10.111以上の試料を地較検討した。その

 結果,52試料は,それぞれ推定された古環境因子の組合せによって9のタイプにグループ分け

 される。これら9タイプの古環境には,それぞれ9の底生有孔虫群集が対応する。

 9タイプの古環境の時空分布に基づいて復元された古水深は,調査地域北部において勝坂・

 和平・出口層で1ysocliRe以深の深海帯,屏風岩・原層で下部漸深海帯,飯富層で中部漸深海帯,
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 躍層で上部漸深海帯一外部浅海帯の順に変化し,上方浅海化の傾向が認められる。南部では下

 部・身延・飯富・階層は,深海帯ないし下部漸深海帯において堆積した。また,貧酸素性環境

 が北部地域の飯富層および階層に認められる。さらに,屏風岩層,南部の飯富腰中部に底層流

 の存在が示唆される。

 V堆積学的検討の結果

 有孔虫化石の分布を規制する細粒堆積物の堆積環境を把握するために,また流入した有孔虫

 個体を識別するために堆積学的研究をした。この結果,細粒堆積物の野外および室内における

 観察によって,底層流と貧酸素性環境の存在を明らかにした。また,新第三紀有孔虫群に基づ

 く古水深の解釈は,古流向の資料とも矛盾しない。さらに,堆積盆地の形成された場を考察す

 るために岩石試料中の生物起源の粒子の種類を調べた。これらの粒子の現世堆積物中の分布か

 ら,西八代・静川両層群は前弧海盆において堆積したと推定される。

 『
三
“

 VI結論

 1.古環境解析および堆積学的検討の結果,御坂層群は新第三紀の海溝充填堆積物であり,

 西八代・静川両層群は前弧海盆堆積物と結論した。前者の堆積した場を御坂古海溝,後者を西

 八代古前弧海盆と命名した。

 2.9タイプの古堆積環境と生物相の関係を明らかにし,現世生物相と比較した。その結果,

 3つの生物相は現世・化石とも同様の環境下に存在していたことが明らかになった。残りの化

 石相についても,これまで報告されていた環境と一致する(第2図)。

 3.この化石相と環境因子の関係を用いて,西八代古前弧海盆の古環境・古地理の変遷を明

 らかにし,8枚の古地理図に表した。
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 論文審査の結果の要旨

 本州中央部を横断する一大構造帯であるフォッサ・マグナの南部地域は,フィリッピン海プ

 レートの北上・沈み込みにより丹沢および伊豆地塊などが本州と衝突した場であるとみなされ

 ている。この衝突現象は世界的に注目されており,それに伴なう海陸分布の変化など古環境の

 変遷を明らかにすることは,単に本地域の構造発達史の解鯛のみならず,衝突のテクトニック

 スのモデル化にとっても重要である。秋元和實提出の本論文は,南部フォッサ・マグナの南半

 を占める富士川流域に広く分布する新第三系を対象として,その岩相層序及び構造を明らかに

 し,微古生物学的手法により生成年代を決定し,さらに堆積学的手法を併用して堆積の場を復

 元し,変遷過程を明らかにしたものである。

 本地域に発達する新第三系は,中新世より鮮新世にわたって連続的に形成された砕屑性ない

 し火山砕屑性の堆積岩よりなり,下位より御坂,西八代,静川の3屡群に区分される。これら

 より産出する浮遊性有孔虫の生屠序を検討した結果,示準種の出現ないし消滅に係わる基準面

 等に基づき,7化石帯が識別された。その結果,前期中新世後期より後期鮮新世に至る年代層

 序を決定した。これらは西日本外帯より関東地方にまで及ぶ地帯の新第三系と対比できる。

 本地域内より産出した底生有孔虫のQ一無ode主成分分析の結果,産出個体数,堆積地の水深

 に係わる海水の炭酸カルシウム溶解度,底層水の運動に係わる細粒堆積物の分布,溶存酸素量,

 沿岸水と外洋水の分布など環境要素に関係する因子により,群集が分化していると判定された。

 これにより古藻境は9つのタイプに区分される。地膚の堆積環境をこれに基づいて推定すると,

 本地域北部では,深海帯から始まって,漸深海帯をへて外部浅海帯へ移行,一方南部では,深

 海帯ないし下部漸深海帯的環境が維持されていたことが判明した。さらに,堆積学的検討によっ

 て,当時の海洋における底層流,貧酸素層などの存在を裏づける証拠がえられた。

 秋元は以上の結果を地理的,層位的に吟味して,御坂腰群は第三紀における海溝の充填物で

 あり,それに対して西八代,静川の両層群は前弧海盆堆積物と結論し,それらの堆積環境と古

 地理の変遷を8枚の古地理図に表現した。

 これらは秋元が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示し

 ている。よって秋元和實提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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